
本書『宇宙創成』は、『フェルマーの
最終定理』、『暗号解読』で人気を博した
著者のサイモン・シン、訳者の青木薫の
コンビが描く科学ノンフィクションで
ある。古代ギリシャで行われた地球や太
陽の半径の測定から、20世紀のビッグ
バン理論の確立に至るまでの二千数百
年をつづった壮大な作品だ。本書に描か
れているのは、ケプラーやアインシュタ
インといったおなじみの人物だけでは
ない。彼らの偉業に隠れてしまっている
が、自説を示すために火星を20年間観
測し続けた学者をはじめ、10年で50万
枚もの天体写真を分析したチームを率
いたメイド、特殊な星を2,000個以上発
見し、宇宙で使える「ものさし」を作っ
たひとりのボランティア、といった宇宙
の謎に魅せられた多くの人々が登場す
る。彼らが長年にかけて行ってきた挑戦
や挫折、そして、その末になされた誰も
が予想しなかったような数々の大発見。
これらに関して生き生きと描かれてい
るエピソードや人間ドラマは、読者であ
る私たちに単なる知識だけでなく、一種
の感動を与えてくれることだろう。 

宇宙はどのようにして生まれ、今の姿
となったのか―このような疑問は誰も
が一度は抱いたことがあるはずだ。本書
を通して、宇宙へのあくなき探求に人生
をかけた数々の人物と共に、宇宙の謎を
めぐる冒険を体験してみてはいかがだろ
うか。　　　　　　　　　　　　（火狐）
　

宇宙―それは137億年前に誕生し、
目に見える星空のはるか先にまで

広がっている。そんな宇宙は、私たち人
間のスケールをはるかに超えており、私
たちが知ることのできないような謎で満
ち満ちている。宇宙はどこまで続いてい
るのか、地球は宇宙の中でどのような存
在なのか、そもそも宇宙はどのようにし
て生まれたのか。このような謎を解明す
るために、紀元前から数えきれないほど
の人々が数限りない挑戦を続けてきた。
彼らはいったい何を考え、何を行い、ど
のような結論を出したのだろうか。
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のような結論を出したのだろうか。

10

140字まで書いていいんですか？ （文・４　なしゃこ）
⇒ここの１行は全角60字です。（PN込み） （つぶやきはTwitterで；編）


